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室内楽 （chamber music）とは

１楽器で１声部を受け持って合奏する

二つ以上の独奏楽器による

小規模編成の洋楽。

弦楽四重奏、ピアノ五重奏など。

（ ピアノ独奏などは室内楽に入らない。）



室内楽の種類

二重奏曲（Duet）
三重奏（Trio） 弦楽器

四重奏（Quartet） 木管楽器

五重奏（Quintet） 金管楽器

六重奏（Sextet） 打楽器

七重奏（Septet） 撥弦楽器

八重奏（Octet）
九重奏（Nonet)

弦楽四重奏曲

ｳﾞｧｲｵﾘﾝｿﾅﾀ

木管五重奏曲
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ソナタ形式の成立
18世紀前半までは萌芽状態だった

ソナタ形式
（一曲の構成）

提示部（主題の提示）

展開部（主題の展開）

再現部（主題の再現）

終結部（締めくくり）

ソナタ（奏鳴曲）
（複数楽章の楽曲の名称）

第1楽章（ソナタ形式の曲）
第2楽章（緩徐楽章）
第3楽章（急速調のﾛﾝﾄﾞ）

第3楽章にメヌエット, スケルツォを
挿入し、全体で４楽章形式としたのが

交響曲である.



楽節の成立

歌曲などの楽曲を構成する楽節構造

主和音 属和音 主和音

（半終止） （完全終止）

ほとんどすべての歌曲及び交響曲・奏鳴曲の緩徐楽章の主題

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８



二重奏・三重奏の名曲

二重奏：

ﾍﾞｰﾄ-ｳﾞｪﾝ：ｳﾞｧｲｵﾘﾝ ｿﾅﾀ 第5番ヘ長調 「春」 Op.24
ﾍﾞｰﾄ-ｳﾞｪﾝ：セロソナタ第3番イ長調 Op.69

三重奏：

ﾍﾞｰﾄ-ｳﾞｪﾝ：Vn./Vla./Fl.のｾﾚﾅｰﾄﾞ ニ長調 Op.25
ﾓｰﾂｱﾙﾄ：２Cl./Fg.のﾃﾞｨｳﾞｪﾙﾃｨﾒﾝﾄ 変ロ長調 K229
ﾍﾞｰﾄ-ｳﾞｪﾝ：ﾋﾟｱﾉﾄﾘｵ 第7番変ロ長調「大公」 Op.97



弦楽四重奏曲の発展（1）
16世紀後半～17世紀頃の音楽の潮流

イギリス

ﾍﾝﾘｰ八世・ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ一世の頃

ヴィオール四重奏（SATB)
柔かい（かそけき）音
音色の均質性・各ﾊﾟｰﾄの平等性と
対話⇒王侯貴族の居間で流行

ヴァイオリン（フィドル）は、
大音響で甘美さに欠ける
⇒戸外の儀式・ダンス

管楽器を加えて「壊れた合奏団」

次第にｲﾀﾘﾔ芸術の威光になびき
1683 ﾊﾟｰｾﾙ：ｲﾀﾘﾔ風三声部のｿﾅﾀ

イタリヤ

ｳﾞｨｵｰﾙよりｳﾞｧｲｵﾘﾝ優位
ヴァイオリンの音色を改良
ｸﾚﾓﾅ地方のｱﾏﾃｨ一族他

四重奏形式が定着
高音楽器２、鍵盤楽器（和音）と
通奏低音による補強
四奏者による三声部のソナタ

音楽の大衆化
⇒大ホールに相応しい音響



弦楽四重奏曲の発展（2）

ｽｶﾙﾗｯﾃｨ（1660－1725）
1715頃
「２Vn.,Vla.,Vc.のﾁｪﾝﾊﾞﾛを伴わない四重奏ソナタ」
以後, この四重奏形式が, 合奏協奏曲, 交響曲の基幹.
合奏協奏曲→独奏協奏曲→四人の独奏者による協奏曲
⇒四重奏の草分け

吉田秀和氏「もしピアニストだったら, 四人の作品で十分」
スカルラッティ, モーツァルト, ドビュッシー, （シューベルト）

ﾎﾞｯｹﾘｰﾆ（1743－1805）



弦楽四重奏曲の発展（3）

ﾎﾞｯｹﾘｰﾆ（1743－1805） 作曲家・チェロ奏者
イタリヤ生まれ, 弦楽四重奏というジャンルを最初に完成.
1769以降,ｽﾍﾟｲﾝ ｶﾙﾛｽ3世の弟ﾄﾞﾝ･ﾙｲｽ王子庇護のもとに
ｽﾍﾟｲﾝに滞在し、王家の弦楽四重奏団を自由に使い、自在

な発想の作品を多数残し、影響はﾊｲﾄﾞﾝ・ﾓｰﾂｱﾙﾄにも及び、

ロマン派時代まで続いた. 多彩な発展・展開

弦楽四重奏曲 97曲, 弦楽五重奏曲（Vc.) 113曲,
弦楽五重奏曲（Vla.) 24曲, ﾋﾟｱﾉ五重奏曲 12曲, 
Fl.orOb.五重奏曲, ｷﾞﾀｰ五重奏曲18曲, 弦楽六重奏曲６曲,
管の八重奏曲1曲



弦楽四重奏曲の発展（4）
J.ハイドン（1732-1809) 77曲の弦楽四重奏曲を作曲
ｵｰｽﾄﾘｱ生まれ. 交響曲の父、弦楽四重奏曲の父とよばれる.
ｵｰｽﾄﾘｱ政府の委嘱により「皇帝賛歌」を作曲（現ﾄﾞｲﾂ国歌）.

1755-1771 18曲のSQ ﾎﾞｯｹﾘｰﾆの作品より見劣り
「無名であるが知る価値のある作曲家」の一人として出版

1772  「太陽四重奏曲」Op.20 K.P.E.ﾊﾞｯﾊの影響みられる.
1787 「ﾌﾟﾛｲｾﾝ四重奏曲」Op.55～ 「ひばり」Op.64
1793 「ｻﾞﾛﾓﾝ四重奏曲」（一般聴衆向け） Op.71,74「騎士」
1797 Op.76（６曲） -2「5度」, -3「皇帝」, -4（やさしさ）, -6（気品）
1799 Op.77（2曲）

洗練され均整のとれたｽﾀｲﾙを確立



Haydn:S.Q.「ひばり」

ひ



弦楽四重奏の発展（5）

モーツァルト（1756-1791) 27曲の四重奏曲（内４曲は管用）

1772-3（16,7歳） 「ﾐﾗﾉ四重奏曲」（6曲155-160）
1773  ﾊｲﾄﾞﾝを訪問 「太陽四重奏曲」に接し, 多くを学ぶ. 6曲
1781-1785 更にﾊｲﾄﾞﾝ（Op.33等）を研究し, 飛躍的進歩

6曲（K387,421,428,458「狩」,464,465「不協和音」）
1784 ﾌﾘｰﾒｲｿﾝへ入会許可（K465の１ヶ月前） 入会儀式
ｳｲｰﾝのｻﾛﾝで, ﾊｲﾄﾞﾝ,ｳﾞｨｯﾀｰｽﾄﾞﾙﾌ, ﾓｰﾂｱﾙﾄらでSQ演奏

1789 ﾌﾟﾛｲｾﾝ国王ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ二世の注文で３曲
K575,589,590「ﾌﾟﾛｼｬ王」（セロに重点）

1791 「ｸﾗﾘﾈｯﾄ五重奏曲」K581

弦楽四重奏曲の形式を確立し生命を吹き込んだ



弦楽四重奏曲の発展（6）
ベートーヴェン（1770-1827） 17曲の弦楽四重奏曲
1792 （22歳）ハイドンに師事するためボンからウイーンへ
ﾘﾋﾉﾌｽｷｰのｻﾛﾝで毎週金曜日にﾊｲﾄﾞﾝ指導の弦楽四重奏

第1期 1898-01 6曲（Op.18）を第2の庇護者ﾛﾌﾞｺｳﾞｨｯﾂ公に
第2の師匠ﾌｪﾙｽﾀｰの私邸で定期的なｺﾝｻｰﾄ
ﾘﾋﾉﾌｽｷｰ公の与えた名器のｼｭｳﾞｧﾝﾂィｯﾋ弦楽四重奏団
1805-16 ﾛｼﾔ大使 ﾗｽﾞﾓﾌｽｷｰ伯がｽﾎﾟﾝｻｰに加わる.
No.7,8,9の3曲（Op.59）をﾗｽﾞﾓﾌｽｷｰ伯に献呈.

第2期 1809（ﾅﾎﾟﾚｵﾝ ｳｲｰﾝを包囲）
’09 No.10(Op.74）, ’10 No.11（Op.75）
‘1４ ﾗｽﾞﾓﾌ伯邸焼失,‘16 ﾛﾌﾞｺ公没, ｼｭ弦四解散, ｽﾎﾟﾝｻｰを失う.

第3期 ’24 交響曲9番を完成した後の晩年
’25 No.12,13（Op.127,130）
’26 No.14（Op.131), No.15（Op.132）イ短調, No.16（Op.135）

弦楽四重奏曲の奥義を極めた



ﾍﾞｰﾄ-ｳﾞｪﾝ：SQ No.15 イ短調

イ



ﾍﾞｰﾄ-ｳﾞｪﾝ：SQ No.15 イ長調

タ



３



弦楽四重奏曲の発展（7）

スカルラッティ （1660-1725）
ボッケリーニ （1743-1805）
ハイドン （1735-1809）
モーツァルト （1756-1791）
ベートーヴェン （1770-1827）
シューベルト（1797-1828）
ドボルザーク （1841-1904）
ヴェーベルン （1883-1945）



弦楽四重奏曲の名曲

ハイドン：弦楽四重奏曲第67番ニ長調「ひばり」 Op.64-5

ﾓｰﾂｱﾙﾄ：弦楽四重奏曲第17番変ロ長調「狩」 K458

ﾍﾞｰﾄ-ｳﾞｪﾝ：弦楽四重奏曲第15番 イ短調 Op.132

ﾄﾞﾎﾞﾙｻﾞｰｸ：弦楽四重奏曲第12番ヘ長調「アメリカ」 Op.96

ｳﾞｪｰﾍﾞﾙﾝ：弦楽四重奏のための5つの断章 Op.5



四重奏以上の名曲

モーツァルト：弦楽五重奏曲第4番 ト短調 K516

レイハ：木管五重奏曲ハ長調 Op.91-6

シューベルト：ピアノ五重奏曲イ長調「鱒」 Op.114

シューベルト：2Vn.,Vla.,VC.,CB.,Cl.,Hn.,Fg.の
オクテット ヘ長調 Op.166


